
 
 
 
 
 
 
 
 
 
２月になりました。２月は１年の中でも短い月ですから、あっという間に逃げてしまうとも言われま

す。２月３日は春の季節の始まりとされる「立春」です。昔の暦では、この頃が１年の始まりとされ、

江戸時代頃からは、立春の前の日を「節分」と言うようになったそうです。 

節分の行事は、「鬼は外、福は内」と炒り大豆を撒き、年の数より一つ多い数（もしくは年の数）だけ

豆を食べます。また、邪気除けとして、柊鰯（ひいらぎいわし）という柊の小枝と焼いた鰯の頭を門口

に挿します。季節の変わり目は邪気が入りやすいと言われ、それを除くために豆撒きをしたり飾りを付

けたりしたのです。最近では、幸運を招く方角を向いて黙って太巻きを丸かじりする風習も人気となっ

ています。こうした風習は地域によっても違いがあるようです。 

長く厳しい冬が一段落して、春の訪れを待ち望む歌が多くあります。「春よ来い」「春が来た」「花」な

どです。長い冬の後にくる春の穏やかな季節は、寒い冬の暮らしを過ごしてきた人たちにとっては昔か

ら変わらない喜びであり、その前の節分は春を迎えるために昔からある大切な行事と言えます。 

皆さんは春をどのような気持ちで迎えられますか。人には、それぞれ追い出してしまいたい心の鬼が

いるものです。新型コロナウイルスとともに、心の中に住む悪い鬼は、「鬼は外」で追い出し、新鮮な気

持ちで春を迎えたいものです。 

ＰＴＡ役員による協議 

 １１月と１２月の２回、ＰＴＡ役員と教職員により、来年

度のＰＴＡ活動について協議を行いました。今年度は、コロ

ナ禍のため、「あ小まつり」等を行うことができませんでし

たが、どのような方法であれば実施できるのか、また、保護

者同士、保護者と教職員、学校と地域をつなぐ活動、教育環

境の向上を図る活動として、どのような活動が必要なのかを

話し合いました。 
ＰＴＡ役員の皆様には、遅い時刻に何度もお集まりいただ

き、ありがとうございました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

よさが輝く学校～自分で考え行動する児童の育成～ 
地域とともにある学校～コミュニティ・スクール９年目～  

２月の主な行事 

 １日（月）委員会活動 
 ４日（木）第３回学校運営協議会 
 ５日（金）集金日 「わ」の日 
 ８日（月）クラブ活動（３年見学） 
１５日（月）クラブ活動 
１６日（火）１～５年参観日 
      ６年入学説明会 
１８日（木）～２４日（水） 
      家庭学習強化週間 
２５日（木）新１年入学説明会 

令和３年２月１日 №１２ 

卒業証書授与式について 

 ３月１９日（金）、卒業証 
書授与式を挙行します。 

今年度は、新型コロナウイルス感染症予防

のため、在校生は参加せず、式の中でビデオに

よりお祝いの言葉を伝えます。 
従って、１～５年生については、卒業式当日

は、家庭学習日となりますので、御理解と御協

力をお願いします。 
 



 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教育相談の実施 

阿知須小学校では、悩み等をもつ児童の早期発見、問題への早期対応のため、週一回の生活アンケー

トを実施するとともに、各学期に教育相談月間を設け、一人ひとりの児童に寄り添いながら話を聞くよ

うにしています。３学期の教育相談は、２月１日から２月２６日の期間で実施します。 

 

１月２２日、阿知須地区学校給食週間を前
に、阿知須中学校の杉原栄養教諭をお招きし、
４年生で食育の授業をしていただきました。 

食育の授業 

１月２２日、学校薬剤師の石川陽平様をお招
きし、６年生で、薬物乱用防止のための授業を
していただきました。 

薬物乱用防止教室 

コロナ禍の子どもの心を救う 

新型コロナウイルス感染拡大の収束がなかなか見えない今、学校現場でもいろいろな制約が続い

ています。これまでと違い、子どもたちにとっては、窮屈な思いをすることがたくさんあります。そ

んな状態に私たち教職員も、子どもたちにストレスがたまってしまっていないか、日々心配してい

ます。ストレスにさらされている子どもたちの心のケアのため、以下のことを参考にしてください。 

 

ストレス状態にある子どもの言動 

 ○体調不良（頭痛・腹痛・食欲不振・不眠 等）をよく訴える 

 ○甘えがエスカレートする（後追い、しがみつき、いつもより泣く 赤ちゃん返り 等） 

 ○問題行動を起こす（かんしゃく、暴力、イライラしてあたる 等 ） 

 ○コロナに関連した発言が多くなる 

 

家庭でするとよい対応 

 ○生活リズムを整える（早寝早起き朝ご飯）  

  規則正しい生活リズムは、心身の健康につながります 

 ○情報から距離を置く 

  不安を引き起こす情報を見せないことも大切です 

 ○大人が落ち着く  

  子どもの前で、不確実な情報やうわさ話を絶対にしない 

 ○子どもの心に寄り添う 

  不安な「理由」を尋ねるのではなく、「この子は今○○な気持ちかな」等、子どもの心を考え

ながら接する 

 

一番大切なのは、子どもの心に寄り添うことです。子どもの心に寄り添っていると、大人が落ち着

きます。大人が落ち着くと、子どもは、自然に落ち着いてきます。簡単なことではないと思います

が、子どもたちのために頑張りたいものです。 


